
幹細胞産業応用促進基盤技術開発
（経済産業省：平成２３年度予算額 ６．７億円）
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事業の概要・目的

条件（対象者、対象行為、補助率等）

○ｉＰＳ細胞（人工多能性幹細胞）は体内のあらゆる細
胞に変化することができる万能細胞であり、創薬プロ
セスや再生医療等産業への応用が期待されています。

○本事業では、ｉＰＳ細胞を用いた医薬品の安全性評価
システムを開発することにより、ｉＰＳ細胞の産業応
用事例を創出するとともに、製薬産業における新薬開
発の効率性の向上を図ります。

○具体的には、以下の研究開発を実施します。
①ｉＰＳ細胞を用いて心筋細胞等を効率的に作製する
技術を開発します。
②ｉＰＳ細胞から作製された心筋細胞等を用いて、創
薬プロセスにおける安全性評価に活用可能な、創薬安
全性評価システム・装置を開発します。

iPS細胞から作製した心筋細胞を用いて
開発候補薬の安全性を正確に評価するシステム・装置を開発
＜QT延長による間接評価から催不整脈発生の直接評価へ＞

iPS細胞を用いた創薬安全性評価システム・装置の開発

NEDO

委託

iPS細胞 心筋細胞
心筋細胞を配置した

創薬安全性評価システム・装置

（医薬品を心筋細胞に作用させ、反応を測定）

医薬品の安全性評価手法として国際標準に位置付け

開発した創薬安全性評価システム・装置を世界中に展開し、
市場の獲得を目指す

創薬安全性評価システム・装置

ユーザーフォーラム
製薬企業等18社が参加

欧米メガファーマ等を巻き
込んだ、国際的なバリー

デーション・スタディ

国内市場 世界市場

国際標準化に向けた取組

国内外のユーザーによる
システムの有効性実証


